別表第二十二号　付加音の符号化
項目
符号化の内容

1　付加音の符号集合
付加音の符号集合は、音高音長符号集合、音強修飾符号集合及び付加音制御符号集合とし、その指示及び呼び出しは、別記第1に示すとおりとする。ただし、C0制御符号は、別表第二十号の別記第10のNULのみとする。

2　付加音データユニットデータの構成
データユニットデータは、音番号指定ごとに付加音開始から付加音終了までの符号列を連ねたバイト単位の可変長データとする。ただし、一のページにおいて1つの付加音情報は音番号を省略できる。
付加音開始から付加音終了までの符号列は、メロディ部パート(メロディ部パート開始からパート終了までの符号列をいう。以下同じ。)及びリズム部パート(リズム部パート開始からパート終了までの符号列をいう。以下同じ。)並びに制御部パート(制御部パート開始からパート終了までの符号列をいう。以下同じ。)で構成する。ただし、メロディ部パート又はリズム部パートは、ない場合がある。また、制御部パートは、0又は1とする。
メロディ部パート及びリズム部パートの情報は、パート開始符号、音色パラメタに続いて音高音長符号及び音強修飾符号を順次配列し、音の強さ、繰返し、ジャンプ等を示す制御符号は、制御が必要とされる位置に配置する。
制御部パートの情報はパート開始符号、制御種別パラメタに続けて順次制御情報を配置する。
付加音情報はパート単位に優先順位の高いものから送出する。
1つのページデータの送出に含まれる付加音情報データユニットのパケット数は、基本機能の場合最大200、追加機能の場合最大400とする。

3　付加音の符号化


(1)　音高音長符号
音高音長符号は、2バイトとし、第1バイトで音高、第2バイトで音長を指定する。
音高符号は、別記第2に示すとおりとする。
音長符号は、別記第3に示すとおりとし、単位時間(以下「Tu」という。)の整数倍として指定する。

(2)　音強修飾符号＊
音強修飾符号は、音の強弱指定で指定する音強に対して修飾し、この符号に直続する音高音長符号、音長拡大符号及びタイ符号で指定する1音に対してのみ有効とする。
音強修飾符号集合は別記第4に示すとおりとする。

(3)　付加音制御符号
付加音制御符号集合は別記第5に示すとおりとする。
ア　制御符号のパラメタ
(ア)　数値パラメタは、3／0から3／9をそれぞれ0から9の数値に対応させた10進数形式の符号とし、上位けたから順に各けたを並べる。
パラメタの区切り及び終端は3／11とする。
なお、数値の上位けたの0は省略できる。
(イ)　選択パラメタは、3／0から3／9をそれぞれ0から9の数値に対応させた10進数形式の符号とし、パラメタの区切り及び終端は3／11とする。
イ　付加音の開始及び終了符号
(ア)　付加音の開始は、2組のパラメタにより1つの付加音情報の開始及びTuの設定を示す。
第1組は1けたの選択パラメタにより0を指定し、第2組は数値パラメタによりTu(ms)の値を指定する。
(イ)　付加音の終了は、1つの付加音情報の終了を示す。
ウ　パートの開始及び終了符号
(ア)　メロディ部パート開始は、4けたの報選択パラメタにより指定された音色のメロディ部パートの開始を示す。選択パラメタの第3けた及び第4けたは、省略できるものとする。
メロディ部パートの音色指定の構成は、別記第6に示すとおりとする。
(イ)　リズム部パート開始は、4けたの選択パラメタにより指定された音色のリズム部パートの開始を示す。選択パラメタの第3けた及び第4けたは、省略できるものとする。
リズム部パートの音色指定の構成は、別記第7に示すとおりとする。
(ウ)　制御部パート開始は、2けたの選択パラメタにより制御部パートの開始を示す。ステータス制御の場合は3／1、3／0とし、その他の場合は未定義とする。
(エ)　パート終了は、メロディ部パート、リズム部パート及び制御部パートの終了を示す。
なお、制御部パートのパート終了の直後にはパラメタ終端を送出するものとする。
エ　繰返し及びジャンプ制御の符号
(ア)　ラベルは、数値パラメタにより、ジャンプ先、繰返し開始又は分岐先となる点のラベル番号を指定する。
ラベル番号の有効範囲はそのパート内とし、同一パート内で同じ番号は使用しない。
ラベル番号の範囲は0～255とする。
付加音開始から付加音終了までに使用するすべてのパートのラベル番号の総和は、最大256とする。
(イ)　ジャンプは、数値パラメタによりジャンプ先のラベル番号を指定し、ジャンプを行う。
ジャンプ先は、同一パート内とする。
(ウ)　リピートは、2組の数値パラメタにより、第1組は通過条件回数(以下「M」という。)を、第2組はジャンプする先のラベル番号を指定する。


M―1回指定のラベル番号へジャンプした後、M回目にジャンプせず通過し、通過後は初期状態となる。
ジャンプ先は同一パート内とする。
Mは、最大256とする。
(エ)　ブランチは、2組の数値パラメタにより、第1組はMを第2組は分岐先ラベル番号を指定する。M―1回通過した後、M回目に指定ラベル番号へ分岐し、分岐後は初期状態となる。
ジャンプ先は同一パート内とする。
Mは、最大256とする。
(オ)　付加音開始から付加音終了の間で使用するジャンプ、リピート及びブランチの制御符号の数は、それぞれ最大256とする。
ジャンプ、リピート又はブランチの制御により繰返しを行う符号列中に含まれるジャンプ、リピート又はブランチの個数の総和は最大64とする。
オ　音の強弱指定
音の強弱指定は、1けた又は2けたの選択パラメタにより音の強弱を示す。
音の強弱指定は、パート内で有効とする。
音の強弱指定と音の相対レベルの関係は、別記第8に示すとおりとする。
カ　音色の再指定
音色の再指定は、4けたの選択パラメタによりパート途中で音色の再指定する。選択パラメタの第3けた及び第4けたは、省略できるものとする。
パラメタの指定は、メロディ部パートは別記第6及びリズム部パートは別記第7に示すとおりとする。ただし、基本機能の場合は、メロディ部パートの指定のみとする。
キ　音長拡大
音長拡大は、数値パラメタにより直続する1組の音高音長符号の音長を拡大する。
拡大は、数値パラメタで示した数を音長に乗じて行うものとする。
ク　タイ＊
タイは、数値パラメタにより直続する2組以上の音高音長符号又は音長拡大符号により拡大された音高音長符号を連結し、最初の符号の音高を音高とし、すべての音長の和を音長とし、一の音とするものとする。
連結する音高音長符号の組の数をパラメタで示す。ただし、連結する音高音長符号数が2組の場合はパラメタを省略可能とする。
ケ　音番号＊
音番号は、数値パラメタにより、一の付加音情報の音番号を指定し、各付加音開始の直前に送出する。
音番号は1～63の範囲で指定する。
非一括形番組の場合は、一のページデータ内において、一括形番組の場合には、番組データ内において、異なる付加音に対し同じ番号を指定しないものとする。


音番号のない付加音情報は、ページデータ内で送出するものとし、これを送出するデータユニット内では他の付加音情報は送出できないものとする。
また、音番号付き付加音情報を複数送出する場合、複数のデータユニットに分けて送出できるものとする。
コ　パラメタ終端
パラメタ終端は、(3)のアにかかわらず、タイ、音番号終端を示すものとする。

(4)　音ステータス番号＊の発生
画面と音の同期をとるため、音ステータス番号を発生する。音ステータス番号は、制御部パート開始の後にリズムパート音発生符号及び音長符号を送出することにより発生する。音ステータス番号は、リズムパート音発生符号ごとに1増加する(デフォルト値0)。
リズムパート音発生符号までの経過時間は、音休止符号の音長符号又はリズムパート音発生符号の音長符号により指定する。

